20181028レムナント教会1部
 心を騒がすな(ヨハネ14:1-4)
　弟子たちが何もかも捨ててイエス様に従って、大体、３年ぐらいになりました。もうそろそろクライマックスではないかと思っていたその矢先に、イエス様が「しばらくしたらわたしは父のもとに戻る。あなたがたから離れる。いますぐはわたしが行くところにあなたがたは来ることができない」ということをおっしゃるわけです。弟子たちは、まったく予想をしていなかったので、突然のお告げみたいなことでざわざわと心を騒がしました。そのときにイエス様が、心を騒がしてはなりませんとおっしゃいました。でも、普通に考えると、心を騒がすしかない状況でしょう。イエス様が離れてしまうとおっしゃっているのだから。でも、イエス様だけではなくて、聖書は最初から最後まで信者の私たちにいちばん多く勧めていることが心配するな、恐れるなという話です。でも、実際にそれを言われている人々が置かれている状況は、不安になるしかない状況なのです。そこをどのように埋めていくのかということが非常に大切です。ピリピ4：6、そこも刑務所の中です。刑務所の中でパウロが手紙を書きました。何も思い煩わないで、願いと祈りをもって、というように勧めています。自分はいま刑務所の中にいる身なのです。そして、Ⅰペテロ5：7を見ても、思い煩うな。そうすると、ほえたけるししのようにサタンが食い尽くすべきものを捜し回っているのだからと言っています。でも、それを言われていた人は、迫害によってもうこれ以上はだめなのではないかと思うような緊迫した状況だったのです。そこになにも心配などしてはいけませんと勧めていました。使徒27：24を見ても、パウロが乗っていた船が破船して沈みそうになっていた状況の中で、天使がパウロに現れて恐れるなと勧めます。恐れないでいられるような状況でしょうか。けれども、聖書は信者にそのように勧めています。旧約の聖書を見ていても、詩篇42：5、自分が自分自身に、なぜおまえは心から不安がっているのか。不安にならないようにと勧めます。でも、普通に考えると、不安になるしかない状況なのです。死の影の谷を歩くような状況なのです。

なぜ信者の私たちに恐れるな、心配するな、思い煩うなと勧めているのでしょうか。先ほども申し上げましたように、理由がどうであれ、私たちが恐れたり不安がったりして心配に落ちてしまうと、100％サタンにやられてしまうのです。だから、そのように勧められていることであって、人間的に考えたときにも、不安があって心配をしているときには、なにかを判断すると100％それが間違ってしまうようになり、結果的に良いことはなに一つありません。普通に考えても。だから、特に信者の私たちに向かってなにも思い煩わないで、なにも心配しないように、なにも恐れるなと勧めていらっしゃるわけです。でも、なかなかそのようにならないでしょう。それが自分にとってあまり良くないと分かっていながらも、なかなかそのとおりにはいかないというのが正直な現実なのです。ですから、信者の私たちは、恐れるな、心を騒がしてはいけませんとおっしゃっている根拠を確かめていかなければいけません。損をすると悪いということはしっかり頭に入れておいて、しかし、信者であるからこそ言われていることなので、その根拠が正しく理解できたときに、恐れるな、心配するなというのは、単なる命令ではないということが理解できるようになります。普通に律法的に考えて、恐れるなと言われているのに恐れていたので大変だ、また間違いをしたというレベルのお話ではありません。

なぜ神様は信者の私たちに不安がらないように、心配しないようにとおっしゃっているのでしょうか。その根拠はいったい何でしょうか。実際、私たちには心配事が山ほどたくさんあるわけです。韓国のことわざでも心配が大山のようにという表現があります。また、日本語はなかなか表現が難しいのですが、あまりにも心配が多いので、心配もおまえの生まれつきのものなのだねというお話もあるくらい心配事は山ほどあるわけです。自分自身を見ても不安になるような要素、心配事がたくさんあるのではないでしょうか。健康の面、いろいろな面を見たとき、また、身近な家族や、特に子どもなどを見たときに心配で心配でしょうがないのではないでしょうか。いま自分が置かれている環境、職場の環境などを見たときにも、これで心配になるのは仕方がないでしょうと思うようなこと、将来のことを考えたときにもそうだし、ちょっと目を広げてみると、国内外の情勢などを見たときにも不安になり、心配になるしかないことが数多くあるわけです。それなのに、そういうことはお構いなしかのように、信者であればその中で恐れるな、心配するな、心を騒がしてはなりませんとおっしゃっているのです。たまに信者の方々がこのような神様の愛の御声なのに、そのメッセージを聞いて「神様はいま自分の都合や立場などを分かっていらっしゃらないのだろうか。だから、心配するなと平気でおっしゃっているのではないか」と思う人もいます。あるいは、心配するな、恐れるなということは、すぐよくなるから、しばらくの辛抱なのだという意味で、すぐ状況がよくなることを前提にして心配するなとおっしゃっているのだろうと希望を抱いたりする場合もあります。でも、そこでもしすぐに状況が改善しないとこんがらがってしまうようになるわけです。なぜこのような心配事が山ほどあるのに、神様は信者の私たちに心配するなとおっしゃるのでしょうか。もちろん100％サタンにやられるからです。でも、なぜなのでしょうか。なぜ心配しないで勝利できるのでしょうか。その根拠はどこにあるのでしょうか。
今日のヨハネ14章で、イエス様がもうあなたがたは離れていくようになるとおっしゃっている全体の内容を読んでみますと、大きく二つです。わたしがそろそろ父のもとに戻るから、そこになあたがたの場所を備えるとかいろいろなことをおっしゃっているのですが、それがまず第1です。イエス様が父のもとに戻るというのは、一言でどういう意味なのでしょうか。イエス様は父のもとに戻れるキリストだったということなのです。私は父のもとに戻るしかないキリストなのだということです。もちろんその前に十字架にかけられるようになります。だから、それが根拠なのです。そして、父のもとに戻られたイエス様が再びあなたがたのところに戻って来るから、だから、心配しないようにと、その戻ってくる方法がなにかというと、もうひとりの助け主、聖霊様を通していつまでもあなたがたの中にともにおられることになるということです。それが主な内容です。これが心配しないように、恐れるなとおっしゃっている根拠だったわけです。牧師が怪我をして皆さんに２回メッセージを語ったと思います。その2回のメッセージがどんな内容だったのか思い出していただきたいと思います。それはだれであれ、いまどんな状況であれイエス様を信じていた信者に与えられた祝福、それは試練や苦難に優るものであり、だから、試練や苦難、苦しみなどによって崩れることも奪われることもないというお話をしました。それから、もう一つは、だからこそその信者の祝福、試練にも優る信者の祝福をいつもanytime、anywhere、any situation、スタートラインにしないといけない、死守すべきなのだというお話をされました。その信者に与えられている祝福、イエス様によって与えられた祝福はどんなものだったでしょうか。それもお話をしました。多くの方がイエスを信じると良いことがあるよ、病気が治るよ、裕福になれるよという期待を持っていらっしゃるのですが、もちろんあります。でも、イエス様を信じて与えられた祝福はそんなものではありません。マタイの福音書からヨハネの福音書までイエス様の公生涯の内容が紹介されています。そこのメインテーマは、イエスがキリストであり、だから、だれでも異邦人でもイエスをキリストとして信じる者には永遠のいのちが与えられる、これがテーマです。イエスによって信者の私たちに与えられている祝福が裕福になるとか病気が治るぐらいの性質の祝福ではありません。永遠のいのちが与えられます。だからこそ試練にも優るし、これは永遠に変わらないものなので、スタートラインにしないといけません。皆さんそれぞれイエス様を信じるようになったきっかけも異なっていらっしゃると思うし、今現在の状況、都合なども皆それぞれ違うと思います。それにもかかわらず確信してください。ここにいらっしゃる皆さんは、子どもを始め年寄りの方も含めて、イエスをキリストとして信じているので感覚があるかどうかは二の次の問題で、全員、永遠のいのちの祝福に預かっています。その永遠のいのちの祝福は何でしょうか。改めて少し考えてみましょうか。永遠のいのちの祝福というものは、私たちの知らないうちに生まれながら地獄の運命を抱えて、悪魔の奴隷とし人生を生きていくしかないものだったのです。だから、右に転んでも左に転んでも金持ちになっても貧乏であっても優しい人間でも犯罪者でも一切関係なく全員地獄なのです。滅びるしかありません。永遠のいのちというものは、私たちがそこから何もしていないのに、イエスによってその死と罪の原理から永遠に解放されているということです。もう二度と地獄の運命と、罪によってさばかれる滅びの運命と私とは関係ありません。この祝福が与えられています。
どのようにでしょうか。ガラテヤ2：20、滅びるしかない生まれつき地獄の運命を抱えて、悪魔と友達であった、親子関係であった私は、イエス様とともに十字架につけられることによって解放されているのです。二千年前にイエス様が十字架につけられて血を流されていたそのときに、滅びるしかない、心配するしかない地獄の運命を抱えていた醜くてしょうがない私という存在は一緒に十字架につけられたわけです。これが永遠のいのちです。だから、解放されました。と同時に、もはや私が生きるのではなくて、私の中にキリストが生きていらっしゃるのです。正確に聞いてください。私にキリストが生きていらっしゃるのではなくて、私の中にキリストが生きていらっしゃること、これが永遠のいのちです、だから、どんな人間であっても肌色がどうであろうが、いま頑張っている人でも倒れている人でもイエスの中にいる者は全員、あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。神の神殿と呼ばれる者になること、これが永遠のいのちの祝福です。キリストが聖霊を通して皆さんの内側におられるようになります。それがなにを意味するのかと言いますと、頭では全部理解できなくてもヨハネ14：20、17：21などを見ると、父がわたしの中に、わたしがあなたがたの中に、あなたがたがわたしの中に。どういうことだかわかりますか。父がわたしに、わたしが父の中にいるように、彼らも一つになってわたしたちの中におるようにしましょう。三位一体の神様とくっつくようになることが永遠のいのちなのです。イエスを信じる者は、いま自分で分かっても分かっていなくてもそういう存在に造り替えられるわけです。肉体の弱さや衰えなどによってだまされてはいけません。イエス様を信じることは、なにかがうまくいくとか、そのような単純な話ではありません。地獄に行くしかない、悪魔を父と呼ぶしかなかった滅びの運命に取られていたものが三位一体の創造の神様の仲間みたいになることなのです。それでエペソ2：5-6を見ると、本当に損をするためにキリストがよみがえられるときに、キリストともに生かし、キリストともによみがえらせ、イエス様が復活なさったときに皆さんも一緒に復活するわけです。それでイエス様が天のところに座られたそのときに、一緒に天のところに座らせてくださいました。それを永遠のいのちと言います。いまお腹が空いているから、通帳に残高がないので、そればかりが気になっていると、思い煩うなというメッセージが理解できません。そうすると残念ながらクリスチャンでありながら地獄に行くことはないでしょうけれども、サタンにやられっぱなしの、だまされっぱなしの悔しい人生を送るしかありません。なんと残念でしょうか。いまここにいるのにキリストとともに天に座らせてくださいました。それが不思議なのです。それを永遠のいのちと言います。それがイエスの中にあって与えられている祝福なのです。だから、エペソ1：23にあるように、すべての万物を満たす方によって満ちておられるものであり、キリストのからだなる教会と呼ばれます。不思議で不思議でしょうがないでしょう。キリストと同じからだ、くっついているのです。キリストがかしらであり、私たちをそのからだと呼ぶのは象徴的な意味ではなく、実際そうなのです。キリストとどのようにくっついて、どういう関係なのでしょうか。ワンネスです。それがどれほどの祝福なのでしょうか。大胆にいくらでも言えます。エペソ1：3にあるように、天にある霊的すべての祝福をいただいているものです。それも刑務所の中で告白しています。私たちは刑務所の中にいると不幸、外に出るとハッピーということしかわかっていないのですが、それでは心配するなという意味が理解できません。刑務所の中にいるのに、天にある霊的すべての祝福をいただいている、病気なのに天にある霊的すべての祝福をいただいている、いま学校の成績がダメなのに天にある霊的すべての祝福をいただいている、周りの人間が比較してああだ、こうだと言っているかもしれません。それで白い目で見られている人間かもしれません。でも、天にある霊的すべての祝福をいただいているので構わないのです。それをパウロは、先週も申し上げましたように、このように表現しました。ローマ8：30、すでに栄光を与えられた。

改めて申し上げます。この栄光というのは、イエス様の栄光、そこに使う言葉です。つまり、永遠のいのちをいただいたというのは、イエス様を似た存在に造り替えられているということです。これが祝福です。だから、このような存在なので、これこそが祝福なのです。もう十分で、完全なる祝福です。どれほどの祝福なのかというと、そういう祝福をいただいているので、ヨハネ14：12で言われているように、あなたがたはイエス様がなさったこと、それ以上のことができる者なのです。どこででしょうか。いまここで、地上において。マルコ16：17-18、わたしの名によって悪霊を追い出し、新しいことばを語り蛇をもつかみ、毒を飲んでも害を受けることはない。病人に手を置けば病人はいやされる。それはイエス様にしか見られないものなのです。それが可能な存在、それほど祝福された、これが永遠のいのちの祝福なのです。だから、聖霊が臨まれると、どんなに不可能な状況であっても、地の果てにまでイエスの証人となれるのです。なりなさいではなくて、あなたがたはそのような存在であり、そのようにそれほど祝福されたのです。地上にいる間、イエス様の姿は見えません。だから、私たちにイエス様の名前を全部つけました。あなたがたは世の光、王である祭司、キリストの使節、イエスのかたち。これが永遠のいのちの祝福です。なにが問題でしょうか。いまイエス様を信じることによって与えられた永遠のいのちの祝福、これは一生語っても時間が足りません。不思議で不思議でしょうがありません。この祝福が自分のもので間違いなければ、恐れること、不安がること、心配すること、思い煩うことなどはいらないだろうという意味なのです。神様が、皆さんがいま置かれている状況、不安な様々な要素や、厳しい険しい様々な状況が分かっていないから恐れるなと命令していらっしゃるわけではありません。聖書が信者の私たちに、サタンにやられないようにといちばん多く語って勧めている言葉が、心配するな、思い煩うな、不安がるなです。でも、そうなるしかないことだらけなのです。なぜでしょうか。イエス・キリストにあって与えられているだれも奪うことができない、変わることのない、永遠のいのちの祝福、それが本当であれば、死の影の谷を歩いていても、刑務所の中でも、世界中の人に白い目で見られて無視されても構わないだろうということなのです。つまり、心配するな、心を騒がすな、恐れるなというのは、イエス様を信じている自分がだれなのか絶対忘れるなという意味です。心配しないためにあがきをしながら頑張ることではありません。だから、神様の愛のメッセージなのです。おまえ心配するなよ！ではありません。あなたは神の子どもなのです。心配するなというのは、イエス様を信じている自分がどれほどの祝福の存在なのかをしっかり思い出しなさい、忘れないようにという勧めなのです。だから、これからも心配するな、恐れるな、などのメッセージを聞くたびに、皆さんはこちらにフォーカスを合わせないといけません。なぜ大胆にいつでも自分はだれなのか、どれほどの祝福の存在なのか、私は永遠のいのちの祝福の主人公だと大胆に言えるのでしょうか。その根拠は一つしかありません。イエスがキリストだからです。だから、心配するなというものは、結局、たどっていきますと、イエスはキリストだということを忘れてはいけない、それを忘れることが心配することなので、だから、100％サタンにやられるわけです。しっかり知識と覚えていてください。
ダビデやパウロ、ヨセフ、初代教会、どこをとっても心配だらけ、不安だらけの事ばかりだったのではないでしょうか。けれども、彼らは心配せずに、私は害を恐れません。私はどんな境遇においても満足できます。初代教会の人々も迫害の中で勝利することができました。それは彼らが特別な存在だったからではありません。彼らはそのような状況、問題の前でイエスによって自分がだれなのか、どんな祝福の存在なのかを決して忘れてはなかったということです。いまの私たちも同じです。皆さんにどのような心配事、不安があるのでしょうか。未来、将来、まだ歩いていないからまったくなにもわかっていないので不安になるしかないのではないでしょうか。主はすべてご存知であり計画を持っていらっしゃいます。未来のことだから不安になるわけではありません。イエスはキリストだという告白から離れるからです。そこは100％悪魔、サタンが忍び込んできます。皆さんの人格と位地とまったく関係ありません。だから、信者は心を騒がす理由がありません。どんなことがあっても恐れる理由もありません。恐れてもいけないし、そうする必要もない存在です。聖書を最初から最後まで思い煩うな、心配するなというメッセージをありがたく心に留めて歩いていきたいと思います。
そういう意味で、毎日、自分は本当に心配などいらない、不安などが必要ない幸せな者なのだということをじっくり考えて告白し、深入りしていく幸福タイムを必ず持ってください。体や感情的についていかなくても歯を食いしばってでも幸福タイムを持つようにしましょう。それから、瞬間、瞬間、この間も申し上げましたが、なにか不安が襲いかかろうとしたときに、心配になりそうなときに、頭がぐちゃぐちゃになりそうなそのときに、迷わずにイエスはキリスト、僕は幸せな者、心配終わり、不安終わり、サタンよ去れ、を実践してみてください。皆さんがいままで経験したことのない光が輝く、暗やみが飛んでいく経験を必ずするようになります。
（祈り）
愛する天の父なる神様。ここにいるイエス様の血潮によって買い取られた尊い神の子どもひとりひとりに、自分は心配、不安などがいらないほどの祝福の存在だということが、毎日、いつでも、どんな場面でも思い出して告白し、楽しみ喜んで悪魔がひざまずくことを経験できるように、その霊的な勝利の主人公となるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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